
の

は
、

美

作

一

国

十

八
一

乃

六

千

五
、
白
、

石

を

拝
領
し
た
初
代
津
｛
薄
王
森
忠
政
が
、
慶

長
九
年

（
一
六
〇
幽
）

津
凶
娃
地
の
ほ
ば

や
心
に
位
置
す
る
鶴
山

（
つ
る
や
ま
）

に

築

城

を

始

め

た

こ

と

に

よ

る
。

こ
の

と

き

「
鶴

山
」

は

「
津

山
一

と

改

め

ら

れ

た
。

森
忠
政
は
、

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長

と

と

も

に

亡

く

な

っ

た

森
一
二

児

弟
、

蘭

丸

。

坊

丸
。

力

丸

の

弟

で

あ

る
。

忠

政

は

秀

吉

に

仕

え

小

田

原

攻

め

に

参

加
、

さ

ら

に

朝

鮮

攻

め

に

際

し

て
九

州
由
名

護

屋

城

の

造

営

と
鍍一一
護

の

任

に
あ

た

っ

た
。

秀

吉

の

死

後
、

上

杉

討

伐

の

徳

州

軍

に

参

陣
、

、
不

田

光

成

挙

兵

後

は
、

秀

忠

に

従

い

信

州

上

串

の

真

田

攻

め
な

ど

に
加

わ

つ
た
。

津

山

は
、

鶴

凶

の

南

を

吉

井

川

が

流

れ
、

赦

に

は

蘭

田

川

（
い

だ

が

わ
）
、

東

に

は

宮
川
と
い
う
吉
井
州
の
分
流
が
流
れ
る
、

天

然

の

要

害

の

地

で

あ

つ

た
。

同

時

に
、

高
瀬
舟
に
よ
る
水
運
と
出
雲
街
遣
、

津
山

往
来
、

因
幡
道
な
ど
陸
運
の
結
節
点
で
あ

り
、

美

作

鰯

の

産

物

の

集

散

地

と

し

て
、

政

治

一

経
済

由

文

化

の

面

で

美

作

国

の

申

心

と

匁

っ

て

栄

え

て
き

た
。

ご
ん
ご
バ
ス
で
城
東
町
並
み
へ

美
作
⑳
中
心
、

津
出

焚
作
国
（
作
州
）
が
傭
飾
北
部
、

英
多
（
あ

い
た
）、

勝

貝

か

つ

ま

た
）
、

苫

貝

と

ま

た
）、

久

米
、

大

庭
（
お

お

む

は
）、

真

嶋
（
ま

し

ま
）

六

郡
を

割

い

て

分

国
さ

れ

た

の

は
、

和

銅

六

年
（
ヒ

、
一
二
）
の

こ

と

で
あ

る
。

吉

備

国

が

備

酬
、

備

巾
、

備

後

三

国

に

分

割

さ

れ

た

の

は

七

阯

紀

後

半
、

さ

ら

に

美

作

国

が

備

鮒

か

ら

分

国

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り
、

占

代

の

大

国

由

苫

備

は

四

分

割

さ

れ

た
。

芙
作
国
の
團
府
は
津
山
市
街
函
北
の

閨

府

台

寺
（
こ

う

ふ

だ

い

じ
由

津

｛

市

総

枚
鵠

番
地
）
付
近
に
置
か
れ
た
と
推
定
さ

れ

て

い

る
。

地

名

か

ら

も

判

る

よ

う

に
、

近

く

に

は

芙

作

国

総

杜

宮

が

あ

る
。

津
山
の
現
在
の
桁
街
が
形
成
さ
れ
た

城
ト

町

津

山
由

は

城

の

南

。

西

田

北

側

に
武
家
町
が
置
か
れ
、

城
の
東
側
の
吉
井

川
北
岸
、

出
雲
街
道
沿
い
に
は
町
人
町
が

形

成
さ

れ
た
。

出

雲

街

道

に

沿

っ

た

町

並

み

に

は
、

約

ユ

宙

２

キ

ロ

わ

た

っ

て

今

も

酋
い
町
屋
や
武
家
屋
敷
、

寺
町
な
ど
が
残

さ

れ
、

県

の

「
城

東

町

並

み

保

存

地

区
」

に

指
定

さ

れ

て

い

る
。

奥
津
溢
泉
へ
行
く
道
す
が
ら
、

二
の
町

並

み
と

津

山

城
杜

・
鶴

山
公

閲
を

巡

っ

た
。

Ｊ
渋

津

山

駅
飾
、

申

鉄

バ

ス

セ

ン
タ

ー

か

ら

「
ご

ん

ご

バ

ス
」

に

乗

る
。

「
ご

ん

ご
一

と

は

二

の

雄

の
一一一、旧
葉

で

か

つ

ぱ

の

こ

と
。

止
平

成

打

年

の

試

運

行

か

ら

ス

タ

ー

ト

し
た

市

内

循

環
バ

ス

の

愛

称

で

あ

る
。

東

同

り
、

揖

回

り

喬

王

時

醐

に

１

便

の

運

行
で
あ
る
が
、

城
東
町
並
み
保
存
地
区
近

辺

で

は
、

東

内

き

バ

ス

の

通

る

国

道

鵬

２脳

号

線

と

薄
・
嗣

き
バ

ス

⑱

通

る

膿

雲

街

遭

間
は
徒
歩
数
分
の
距
離
で
あ
り
、

結
構
佼

い

勝

弄

は

良

さ

そ
う

だ
。

バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
出
て
す
ぐ
今
津
屋

橘
を
渡
る
。
一
説
で
は
高
瀬
舟
は
平
安
時

代

こ

二

津

山

に

始

ま

っ

た

と

さ

れ

る
。

今

津

屋

橋

燭

辺

に

は

江
、

戸
時

代
、

船

着

場
、

舟

宿
、

藩

の

舟

屋

敷

な

ど

が

設
け

ら

れ
、

｛
陰
と
瀬
戸
内
を
結
ぶ
物
姿
の
交
流
で

賑

わ

っ

た
。

４

つ

め

の

停
一
留

所
、

、
天

神

橘

で

下

車
。

バ

ス

停

は

国

遭

闘

珍

線

に

あ

る

が
、

狭

い
路
地
を
抜
け
れ
ば
す
ぐ
に
旧
出
雲
街

遣

憾

繊

篭
喧

妥

｝
滋

蟻

鰯

衛

遭

養

棄

燧
町

東

松

原

に

殉

か

う
。

作

州

鎌

の

工

篇

「
忠

兵

衛

鎌
」

が

あ

る
。

宵

代

「
ま
が

ね
吹

く
」

と
調
わ
れ
た
畜
傭
の
鉄
加
工
の
技
を
伝

え

る

昔

な
が

ら

の

唐

構
え

で

あ

る
。

そ

の

先
、

道

が

２

ヶ
所

鉤

型

に

出

が

っ

て

い

る
。

城

下

町

特

有

の
造

り

だ
。

近
代
鷺
本
⑳
源
流
目
作
州
洋
学

ごんごバスでｊ蝸 城 閉’ま帥

繍一顯嚢議簸遭を茅亨くご；んこごノ弍ニス
。
葦爽レ、達蓄り｛こノｊ寸語

靭零がよく似含っている。

束

松

原
、

津

｛

洋

学

資

料

館

に

着

く
。

二

の
建

物

は

大

犯

九

年

（
一

九

二

〇
）
、

地

方

銀

行

の

支

店

と

し

て

嬢

築

さ

れ
た
。

洲１一浪山 ■

灘仁１潔 撃 藪念套銘 妹尾釜猫了東早築Ｅ．Ｅｊ支「≡旨として鑓姜廼、
外 嵐は コ驚嬢てだが内部は一摺 の欝きぬけである

一
鑑
潔
滋
灘
議
機
機
鰯
澱
鰯
蒲
儲
確
厩

（
ち
ど
り
は
ふ
）

入
母
屋
造
り
の
屋
根
。

釘

は
一

本

も

使
わ

れ

て

い

な

い
。

津

吹
巾

の

重

要
文

化

財

に

指
定

さ

れ

て

い

る
。

和

洋

折

衷

建

築

は
、

外

見

が

洋

風
、

内

部

が

棚

風

と

い

う

様

式

が

普

通
だ

が
、

こ

れ

は

外
見
和
風
、

内
部
が
洋
風

（
銀
行
の
事
務

室
）
と
い
う
あ
ま
り
兇
か
け
な
い
パ
タ
ー

ン

で

あ

る
。

二

こ

に

は

江

戸

時

代
、

美

作

の

洋

学

と

称
さ
れ
た
宇
田
川
家
、

箕
作
家
お
よ
び
そ

の
門
ザ
生
た
ち
の
業
績
が
展
示
さ
れ
て

い

る
。

幕

末

の

対

露
、

対
米

外
交

交

渉

に

活
麟
し
た
箕
作
院
甫

（
げ
ん
ぽ
一

や
足
守

に
生
ま
れ
た
緒
方
洪
庵
の
師
、
宇
田
川
玄

真

な

ど
、

目

本

の

返

代

化

の

源

流

が

二

の

小
都
布
に
深
く
根
付
い
て
い
た
二
と
は

感
慨
が
深
い
。

物
の
交
流
は
文
化
の
交
流

で

あ

る
、

と

い

う

こ

と

を

改

め

て

感

じ

さ

せ

て

く

れ

る
。

豪
壮
な
町
屡
と
煽
箕
作
家
住
宅

旧
街
遣
の
町
並
み
を
西
に
戻
る
。

国
道

が
ら
入
っ
て
き
危
路
地
の
す
ぐ
先
に
登

録
文
化
財
一
旧
梶
村
家
佳
宅

「
城
東
む
か

し

豚

崖
」
、
淡

公

闘
さ

れ

て

い

る
。

広

大

な

２肪



敷
堆
に
江
戸
後
瑚
に
建
て
ら
れ
た
母
屋

付

属

履
、

座

敷
、

洋

館
、

築

座

敷
へ

河

蔵
、

東

蔵
、

茶

室
、

庭

園
な

ど

が

設

け

ら

れ
、

恵
釜
樹
の

當

が

う

か

が

え

る
。

Ｎ

Ｈ
Ｋ

朝
の

連

続
テ

レ

ビ

小

説

「
あ

ぐ

り
一

の

ロ

ケ

も

二

こ

で
行

わ

れ

た
。

そ

の

並

び

に

箕

作

院

醇

旧

宅

が

あ

る
。

院
鯖
が
少
年
時
代
ま
で
を
過
ご
し
た
家

で

あ

り
、

贈
の

史

跡

に
指

定

さ

れ

て

い

る
。

籍
末
の
町
家
の
雰
囲
気
が
よ
く
残
さ
れ

て

い

る
。
、
兀
来

箕

作

家

は

津

山

の
町

医
で

あ

っ

た

が
、

院

鯖

の

墳

に

は
一
凝
医

と

な

つ

て
い

た
。

と

考

え

れ

ば
、

質

素

な

造

り

と

い

う

印

象

で
あ

っ

た
。

ケが行わ派 た

榊１城剃轍

さ

ら

に

策

に
進

む
。

ま

た

か
た
、

道

が

２

ヶ

所

鉤
方

に
蜘

が

っ

て
い

る
。

二

こ

に

は

「
大

幽
」

と

い

う

そ

う

だ
。

そ

の

先

に

は

「
作
州
城
東
屋
敷
」

が
あ
る
。

無
料
休

憩
所
で
木
造
平
崖
薙
て
伝
統
様
式
の
町

家
を
中
心
に
岡
山
県
指
定
文
化
財
の
だ

ん
じ
り
を
展
示
し
た
だ
ん
じ
り
展
示
館

や

火

の

兇

櫓
、

消

防

機

庫

な

ど

が

あ

る
。

新
名
所
？
イ
ナ
バ
化
粧
晶
店

９
」
と

そ

の

向

い
、

臼

壁

の

門

の

軒

先

に

利

休

鼠

（
り
き
ゅ
う
ね
ず
一

の
粋
な
の
れ
ん
が

か

か

っ

て

い

る
。

気

に
な

っ

て

入
る

と

申

は

個

人

住

宅

を

改

装

し

た

カ

フ

ェ
。

崖

珍

は

「
び

お

と

－

ぶ

香

薬

（
カ
バ
）
一
、

店

内

に

は

さ

り

げ

な

く

カ
バ

の

置

物

な

ど

が

置

か

れ

て

い

た
。

こ

の

町

雇

の

持

ち

主
、

松

本

さ

ん

が

敵

策

客

の

た

め

に

と
、

平
淡

粥

年

末

に

オ

ー

プ

ン

し

た
。

聞

け

ば
、

津

山

に

は

砦

い

久

性

の

旅

行

者

が

多

い

と

い

う
。

渥

㌻

の

稲

葉

浩

志

の
生

家
由
イ

ナ

バ

化

粧

品
沽

訪

間

が

お

同

治

て
だ

そ

う
だ
。

イ

ナ
バ

化

粧
晶

は

本

Ｈ

の
訪
間
地
の
東
端
、

津
山
洋
一宇十
資
料
館
の

さ

ら

に

綱

当

東

ら

し

い
。

今

回

は

パ

ス
。

他

に
、

オ
ダ

ギ

リ
ジ

ョ

ー

や

次

長

課

長

の

河
本
準
一
も
津
｛
市
ω
身
と
か
。

彼
ら
に

何

か

共

通

点

は

あ

る

の

だ

ろ

う

か
。

鶴
山
公
騒
曲
津
山
城
埴

香

葉

の

前

の
バ

ス

停
、

中

之

町

局

前

か

ら

縛

び

ご

ん

ご

バ

ス

で

観

光

セ

ン

タ

ー

飾

に

向

か

う
。

襯

光

セ

ン

タ

ー

付

近
に

は

郷

上

鱒

物

館
、

科

学

教

育

樽

物

館
、

民

俗

資
料
館
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
施
設
が

液

ん

で

い

る
。

奥

津

瀞

艇

行

き

の
バ

ス

の

時

閥

も

気

に

な

の

で

鶴

山

公

園
、

津

山

城

杜

に

向

か

お

う
。

津

山

城

は

明

治

六

年

（
一

八

ヒ
、
一一

廃

２０６

繁

灘
珪

燃

愛

一、義

冒

議
蓋

ごノ）ご バ スで 巡る 城 １二１１口
’

剖…ｌｌ」

城
と
な
り
そ
の
跡
は
鶴
閑
公
園
と
じ
て

整
備
さ
れ
寮
に
は
約
６
千
本
の
桜
が
咲

き

競
う
。

目

本

の

桜

の

名

所

阿
選

に

も

選

ば

れ

て

い

る
。

、
わ

垣
、

の

間

の

遣

を

登

る
。

平

～

城

と

は

い

え
、

城

北

に

登

る

の

み

は

結

構

な

運

動

騒

が

い

る
。

そ

れ

だ

け

に

登

り

き

っ

た

煩

か

ら

の

布

内

の

眺

望

は

植

打

ち

が

あ

る
、

と

感

じ

た
。

平

｛

城
と

は

い
え
、

城

批

に

登

る

の

み

は

結

構

な

運

動

量

が

い

る
。

そ

れ
だ
け
に
登
り
き
つ
た
贋
か
ら
の
布
内

の

眺

望

は

値

打

ち

あ

る

も

の

で

あ

っ

た
、津ヨＥ．繊 揃 も市内を展 望する

別７


